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＜フォーム定義＋フォーム変換定義＋ビジネスロジック＞？？ 
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システム 
企画事務室 

理工学部 
事務室 

生田メディア 
支援事務室 

理工学部 

準備品リスト 

MIND利用 

申請書 

ソフト利用 

誓約書 

購入日付・品名・型番・業者名・金額 

（準）備品番号 

希望ホスト名， 

イーサーネットアドレス， 

その他・・・ 

ホスト名， 

IPアドレス 

（準）備品番号，ホスト名， 

MACアドレス，その他・・・ 

ID，パスワード， 

その他・・・ 

サービス連携 

ポータルサイト 

利用者 

図．新規購入機器のネットワーク接続とOfficeインストールの手順 

備品管理 

DB 

IPアドレス 

管理DB 

ソフト 

管理DB 



理工学部準備品リスト → 発注通知書＆備品ラベル 

理工学部 

準備品リスト 
購入日付・品名・型番・業者名・金額 

（準）備品番号 
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1. 受付窓口の検索  

2. フォームの取り寄せと記入  

3. 受付窓口への提出 

「サービス授受＝窓口業務」 

受付窓口 
窓口利用者 

申請書 

サービス授受のメタファー 

＜インタフェース：フォーム＞ 



フォーム変換  

  ＜ワークフロー＞   →   ＜ Webサービス＞ 

    ・ 業務コンポーネント →  Web サービス  

    ・ メッセージフロー     →  フォームフロー 

    ・ メッセージ変換     →  フォーム変換 

Form 

  A 
  Form a3 

: 

Form a2 

Form a1 
フォーム 

変換 



モデル駆動型分析のまとめ 
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 Webアプリケーションにおける要求分析 

 ワークフローが本質的なアプリケーションでは 

 モデル駆動型分析が必要 

 新規コンポーネントの要求仕様書は， 

 フォーム定義主体で記述．（UI駆動型風） 

 ワークフローをWebサービス化すれば， 

 エンドユーザ主導開発の実現可能性増大か． 

 



6
 

課題 

 
注（CHU）： 
複数の処理単位を組み合わせてモデルを作成するための 
ワークフロー言語の代わりに， 
フォーム変換の合成を用いる． 

 



エンドユーザにコンポーネントの要求仕様書が書ける？ 
＜フォーム定義＋フォーム変換定義＋ビジネスロジック＞ 
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コンポ 

B 

コンポ 

A 

コンポ 

C 



要求分析に関する考察 

分析手順 

１．最上位（外部仕様定義）： 

   UI駆動型分析＝＞フォーム定義 

２．詳細化（ワークフロー定義）： 

   モデル駆動型分析＝＞Webサービス連携 

     フォーム定義群＋フォーム変換定義 

３．手順２を再帰的に実施 

 

（注）上記定義にビジネスロジックの付加 
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